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その他の詳細やご不明な点は弊所担当までお問い合わせください。TEL．03-3526-4277 

今回のあおぞらレターでは、休憩時間の原則と、残業時に休憩を追加で取る必要があるかどうか 
について、ご案内いたします。 

残業で８時間を超える場合には、昼休みの延⻑が必要か 
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第 2・第 4 火曜日発刊 

休憩時間の原則と残業の際の休憩時間について 

●休憩時間は心身を休息させるために、上記のとおりの時間を確保するようにしましょう。 
●休憩時間は基本的に労働者が⾃由に利⽤できます。職場環境を整えるよう努めてください。 

◆休憩時間の３原則 
１.休憩時間は、労働時間の途中に与えなければなりません。 
２.休憩時間は、⼀⻫に与えなければなりません。 
 ※⼀⻫休憩の例外 
 ① 運輸交通業、商業、保健衛生業、接客娯楽業等の事業 
 ② ①以外の事業は労使協定の締結 
３.休憩時間は、自由に利⽤させなければなりません。 

◆休憩時間の⻑さ 
労働時間が ６時間を超え８時間まで ⇒ 45 分以上 

８時間を超える場合 ⇒ 60 分以上 

出所︓平成 28 年 7 月 25 日付 労働新聞（労働新聞社）より 
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労働時間 休憩時間   

8 時間 50 分 ➡ ○ 
 

休憩時間が労働時間の後 ➡ × 
 

10 時間 60 分 ➡ ○ 
 

9 時間 50 分 ➡ × 
 

10 時間 60 分 ➡ ○ 
 


